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上昇気流に乗って上昇気流に乗って

　　米子鬼太郎空港に北海道と沖縄への新規路線が

就航しました。重要港湾境
さかいこう

港では中野地区国際物

流ターミナルが着工中で、竹内南地区の貨客船ター

ミナルも早期事業化を目指しています。ＪＲ境港

駅前には、来年春にホテルが開業する予定で、水

木しげるロードのリニューアル計画も進行中です。

　「さかなと鬼太郎のまち境港」には上昇気流が吹

いています。

特集



　

市
で
は
、
福
島
第
一
原
発
事
故
を

踏
ま
え
、
万
一
の
島
根
原
子
力
発
電

所
の
事
故
に
備
え
て
、
様
々
な
防
災

対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
地
域
防
災
計
画
（
原

子
力
災
害
対
策
編
）
と
当
計
画
に
基

づ
き
策
定
さ
れ
て
い
る
広
域
住
民
避

難
計
画
に
つ
い
て
、
国
の
指
針
等
の

改
正
に
加
え
、
原
子
力
防
災
訓
練
の

検
証
結
果
や
避
難
時
間
の
推
計
等
を

新
た
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
計
画
内

容
を
修
正
し
ま
し
た
。

※
境
港
市
地
域
防
災
計
画
の
本
文
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

原

子

力

災

害

対

策

編

の

修

正

ポ

イ

ン

ト

▼
緊
急
事
態
区
分
（
Ｅ
Ａ
Ｌ
）
の
設

定
　

災
害
発
生
時
の
原
子
力
発
電
所
の

状
況
に
応
じ
て
「
警
戒
事
態
」、「
施

設
敷
地
緊
急
事
態
」、「
全
面
緊
急
事

態
」
等
を
設
定
し
、
屋
内
退
避
や
避

難
、
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
、
市

等
が
実
施
す
べ
き
対
策
を
具
体
的
に

定
め
ま
し
た
。

▼
緊
急
時
に
計
測
さ
れ
た
空
間
放
射

線
量
に
基
づ
き
、
防
護
措
置
の
実
施

の
判
断
基
準
と
な
る
運
用
上
の
介
入

レ
ベ
ル
（
Ｏ
Ｉ
Ｌ
）
を
設
定

　

放
射
性
物
質
の
環
境
放
出
後
に
、

放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
測
定
結
果

等
を
踏
ま
え
、
屋
内
退
避
、
避
難
、

安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
予
防
服
用
等
の
緊

急
事
態
応
急
対
策
を
実
施
す
る
よ
う

定
め
ま
し
た
。

▼
緊
急
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
の
見

直
し

　

国
の
総
括
の
下
、
県
や
市
、
中
国

電
力
が
連
携
し
て
、
緊
急
時
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
、
環

境
放
射
線
の
測
定
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
環
境
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
結
果
の
解
析
・
評
価
お
よ
び
公
表

は
国
が
一
元
的
に
行
い
ま
す
。

▼
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
予
防
服
用
体
制

の
整
備

　

放
射
性
ヨ
ウ
素
を
体
内
に
吸
入
す

る
こ
と
に
よ
る
内
部
被
ば
く
を
低
減

す
る
た
め
、安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
配
布
・

服
用
に
係
る
体
制
等
の
必
要
な
対
策

を
定
め
ま
し
た
。

　

な
お
、
市
で
は
学
校
や
公
民
館
等

に
安
定
ヨ
ウ
素
剤
を
備
蓄
し
て
い
ま

す
。広

域

住

民

避

難

計

画

の

修

正

ポ

イ

ン

ト

▼
段
階
的
避
難
の
最
適
化

　

避
難
時
間
の
推
計
を
参
考
に
、
円

滑
な
避
難
実
施
の
た
め
の
避
難
タ

イ
ミ
ン
グ
と
区
割
り
を
最
適
化
し

て
、
段
階
的
避
難
に
よ
る
渋
滞
の
回

避
（
平
均
走
行
時
間
の
短
縮
＝
被
ば

く
リ
ス
ク
の
低
減
）
を
図
り
ま
し
た
。

▼
Ｊ
Ｒ
、
船
舶
、
航
空
機
、
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
を
避
難
手
段
と
し
て
追
加

　

確
実
か
つ
効
率
的
な
避
難
を
行
う

た
め
に
は
、
自
家
用
車
お
よ
び
バ
ス

に
よ
る
避
難
を
基
本
と
し
つ
つ
、
Ｊ

Ｒ
、
船
舶
、
航
空
機
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

等
も
確
保
が
可
能
な
場
合
に
補
完
的

な
避
難
手
段
と
し
て
使
用
し
ま
す
。

▼
一
時
集
結
所
お
よ
び
避
難
先
施
設

の
割
当
等
の
見
直
し

　

区
単
位
で
自
治
会
の
あ
る
地
区

（
渡
、
外
江
、
上
道
、
誠
道
）
に
つ

い
て
、
自
治
会
の
区
域
ご
と
に
避
難

先
施
設
等
を
割
り
当
て
る
と
と
も
に
、

他
地
区
に
つ
い
て
も
、
避
難
先
施
設

等
を
一
部
見
直
し
ま
し
た
。

地
域
防
災
計
画
（
原
子
力
災
害
対
策
編
）

　

広
域
住
民
避
難
計
画
を
修
正

▼問い合わせ先

　自治防災課危機管理室

　（☎47－1071）

輸送手段 特性（メリット） 留意すべき点

共通事項
大量または迅速な輸送が可
能。

確実に確保できるとは限ら
ない。

鉄 道
大量輸送が可能。渋滞の影
響を受けない。（定時運行
が可能）

ＪＲ境線は単線であり、運
行に限界がある。地震によ
る影響を受ける。

船 舶
大量輸送が可能。渋滞の影
響を受けない。

大型艦船は接岸に制約があ
る。天候や地震、津波によ
る影響を受ける。

航 空 機
遠隔地までの速やかな輸送
が可能。

天候による影響を受ける。

ヘリコプター 離発着可能箇所が多い。
輸送可能数が限定的。天候
による影響を受ける。

特集特集

【輸送手段の特性】
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 避難の基本的な考え方

　島根原発に近い地域から順次段階的に避難を行います。このたび鳥取県と島根県が合同で避難時間の推計を行

い、避難のタイミングを次のとおり見直しましたが、あくまで一つのパターンを示したものであり、事態の進展

等によっては、時間的推移は変更されます。

　また、島根原発で警戒事態に至ってから、市内に避難指示があるまでは、２４時間あると仮定して、この間に

市民の皆さんは避難準備を行います。

 避 難 経 路 と 避 難 先

　避難経路は、「国道 9号線と山陰道を経由」と「米子自動車道から中国自動車道を経由」の２ルートあり、災害

時の放射性物質の拡散状況等を勘案して、より安全なルートで避難します。

　また、避難先は島根原発から概ね 100km離れた県東部の鳥取市、岩美町、八頭町になります。

時間的推移 避難等の状況

24
時
間(

仮
定)

警戒事態 注意喚起、観光客への帰宅呼びかけ

施設敷地緊急事態 屋内退避の準備

全面緊急事態
屋内退避の実施の指示
事態の規模および時間的推移に基づく判断により、
国等が避難を指示

①
島根原発から 10 ～ 20㎞圏内の避難指示が
発出された時点で避難開始
※５時間後に 30km 圏外への避難完了

【避難対象地域】外江地区、弥生町、渡地区
【避難対象人数】約 12,000 人

②
①の５時間後に避難開始
※①の 10 時間後に 30km 圏外への
　避難完了

【避難対象地域】境地区（弥生町以外）、上道地区、
　　　　　　　 余子地区（中野町、福定町）
【避難対象人数】約 13,000 人

③
①の 10 時間後に避難開始
※①の 15 時間後に 30km 圏外への
　避難完了

【避難対象地域】余子地区（竹内町、竹内団地、美保町、
　　　　　　　 高松町）、誠道地区、中浜地区
【避難対象人数】約 11,000 人
※その他、米子市（大篠津町、和田町）も避難

④
①の 15 時間後に避難開始
※①の 20 時間後に 30km 圏外への
　避難完了

【避難対象地域】米子市の残りの地区（30㎞圏内）

3　平成２６年５月



▼問い合わせ先

　財政課財政係（☎47－1012）

区    分 予 算 現 額 収 入 済 額 収入率

市 税 36 億 9,167 万円 36 億 7,235 万円 99.5％

地 方 交 付 税 36 億 7,710 万円 38 億 4,016 万円 104.4％

国・県支出金 48 億 2,613 万円 36 億 7,197 万円 76.1％

市 債 28 億 8,100 万円 9億 2,533 万円 32.1％

そ の 他 43 億 7,714 万円 30 億 9,343 万円 70.7％

合 計 194 億 5,304 万円 152 億   324 万円 78.2％

区    分
１人当たり
の負担額

１世帯当たり
の負担額

備　考

市 税 103,635 円 243,755 円

人口

　35,622 人

世帯数

　15,145 世帯

国民健康

保 険 税
87,666 円 143,545 円

被保険者数

　8,264 人

対象世帯数

　5,047 世帯

総務費（執行率：81.6％）

予算現額　24億 1,678 万円

支出済額　19億 7,176 万円

民生費（執行率：82.7％）

予算現額　52億 1,745 万円

支出済額　43億 1,677 万円

衛生費（執行率：88.3％）

予算現額　12億 4,047 万円

支出済額　10億 9,541 万円

商工費（執行率：89.0％）

予算現額　19億   498 万円

支出済額　16億 9,471 万円

その他（執行率：72.8％）

予算現額　12億 5,812 万円

支出済額　  9 億 1,587 万円

公債費（執行率：99.5％）

予算現額　15億   415 万円

支出済額　14億 9,637 万円

教育費（執行率：54.7％）

予算現額　38億 6,368 万円

支出済額　21億 1,170 万円

土木費（執行率：34.4％）

予算現額　20億 4,741 万円

支出済額     7 億   529 万円

一般会計歳出一般会計歳出

予算現額：194 億 5,304 万円

支出済額：143 億   788 万円

　　　　　（執行率：73.6％）

一般会計歳入一般会計歳入 市民税の税負担状況市民税の税負担状況

境 港 市 の　 財 政 状 況財 政 状 況
　境港市は、市民の皆さんが納める税金や国から交付される地方交付税

などで運営されています。これら収支の状況は、毎年２回財政公表とし

てお知らせしています。今回は平成２５年度予算の執行状況や市債の状

況などについてお知らせします。

　なお、金額等は平成２６年３月３１日現在のため、決算とは異なります。

　（決算日：平成２６年５月３１日）

（平成２６年３月３１日現在）
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境 港 市 の　 財 政 状 況境 港 市 の　

用

語

の

説

明

【
一
般
会
計
】

　

市
が
行
う
行
政
運
営
の
基
本
的
な

経
費
を
計
上
し
た
も
の
で
、
市
の
会

計
の
中
心
と
な
る
も
の
で
す
。

【
特
別
会
計
】

　

市
が
特
定
の
事
業
を
行
う
場
合
に

一
般
会
計
と
区
別
し
て
設
置
す
る
も

の
で
す
。

【
企
業
会
計
】

　
「
独
立
採
算
」
を
原
則
と
す
る
会

計
で
、
特
別
会
計
の
う
ち
※
印
の
も

の
で
す
。

【
市　

税
】

　

市
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
、
皆

さ
ん
が
市
に
納
め
る
税
金
で
す
。

【
地
方
交
付
税
】

　

所
得
税
や
法
人
税
な
ど
、
国
が
徴

収
し
た
税
金
の
う
ち
、
市
の
財
政
状

況
な
ど
に
応
じ
て
国
か
ら
交
付
さ
れ

る
お
金
で
す
。

【
国
・
県
支
出
金
】

　

工
事
や
福
祉
、
教
育
事
業
な
ど
、

特
定
の
事
業
の
財
源
に
充
て
る
た
め
、

国
ま
た
は
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

で
す
。

【
市　

債
】

　

大
き
な
事
業
を
行
う
た
め
に
、
国

や
金
融
機
関
か
ら
借
り
る
市
の
借
金

で
す
。

【
総
務
費
】

　

課
税
徴
収
、
市
民
活
動
、
広
報
、

情
報
処
理
等
に
関
す
る
経
費
で
す
。

【
民
生
費
】

　

障
が
い
者
、
高
齢
者
、
保
育
所
、

生
活
保
護
等
に
関
す
る
経
費
で
す
。

【
衛
生
費
】

　

健
康
診
断
や
予
防
接
種
、
ご
み
処

理
、
し
尿
処
理
等
に
関
す
る
経
費
で

す
。

【
商
工
費
】

　

各
種
資
金
融
資
や
観
光
振
興
等
に

関
す
る
経
費
で
す
。

【
土
木
費
】

　

道
路
、
公
園
の
整
備
や
維
持
管
理
、

市
営
住
宅
管
理
等
に
関
す
る
経
費
で

す
。

【
教
育
費
】

　

小
・
中
学
校
や
幼
稚
園
、
図
書
館
、

公
民
館
等
に
関
す
る
経
費
で
す
。

【
公
債
費
】

　

市
が
借
り
入
れ
た
借
金
（
市
債
）

の
返
済
に
要
す
る
経
費
で
す
。

【
一
時
借
入
金
】

　

支
出
す
る
現
金
が
不
足
し
た
と
き

に
、
資
金
繰
り
の
た
め
金
融
機
関
か

ら
一
時
的
に
借
り
る
お
金
で
す
。

【
基　

金
】

　

特
定
の
目
的
の
た
め
に
、
積
み
立

て
ら
れ
る
資
金
等
で
、
市
の
貯
金
で

す
。

会  計  名    未 償 還 額

一 般 会 計 116 億 6,629 万円

下水道事業費特別会計 103 億 4,595 万円

そ の 他 特 別 会 計 3億  655 万円

合 計 223 億 1,879 万円

会  計  名 借 入 金 額

下水道事業費特別会計 6億円

会  計  名
（※印：企業会計）

予 算 現 額
収 入 済 額

支 出 済 額

国民健康保険費 45 億 3,667 万円
36 億    82 万円

38 億 9,661 万円

駐 車 場 費 ※ 1億 3,695 万円
3,667 万円

1億 3,330 万円

下水道事業費※ 26 億 3,095 万円
7億 6,238 万円

18 億 7,648 万円

高齢者住宅整備
資金貸付事業費

603 万円
102 万円

102 万円

介 護 保 険 費 34 億 1,332 万円
28 億 8,234 万円

30 億 8,460 万円

土地区画整理費※ 6億   590 万円
1億 4,128 万円

6億   461 万円

市 場 事 業 費 ※ 4億 8,865 万円
4,993 万円

5,002 万円

後期高齢者医療費 3億 5,479 万円
3億 4,391 万円

3億 4,641 万円

特別会計予算の執行状況特別会計予算の執行状況 市債の現在高市債の現在高

一時借入金の現在高一時借入金の現在高

市民１人当たりの市債現在高

（企業会計を除く）

　327,603 円

市有財産の状況市有財産の状況

基金

53 億 8,023 万円

土地

1,774,730 平方㍍

建物

141,132 平方㍍

有価証券・出資金など

2億 5,221 万円

5　平成２６年５月



情報あらかると

図書館に行こう図書館に行こう！！

　

左
の
写
真
は
昭
和
25
年
頃
の
正
月
、

外
江
郵
便
局
前
で
の
ト
ン
ド
さ
ん
の
神み

輿こ
し

巡
じ
ゅ
ん

行こ
う

の
様
子
で
す
。
笛
と
太
鼓
の
調

子
に
合
わ
せ
神
輿
を
担
ぐ
姿
、
子
ど
も

の
服
装
な
ど
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
て
い
た

良
き
時
代
を
思
い
起
こ
せ
る
一
枚
で
す
。

　

外
江
町
の
「
ト
ン
ド
祭
り
」
は
、
戦

前
ま
で
は
祭
り
の
運
営
組
織
で
あ
る

「
ト
ン
ド
講
」
の
講こ

う

連れ
ん

中
ち
ゅ
う

に
よ
り
運
営

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

当
時
は
、
ト
ン
ド
の
火
入
れ
や
ト
ン

ド
囃
し
は
15
日
の
未
明
に
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

14
日
朝
、
講
連
中
総
出
で
芯し

ん

鉾ほ
こ

（
神し

ん

木ぼ
く

）
の
正
面
を
恵え

方ほ
う

の
方
角
に
向
け
て

立
て
、
持
ち
寄
ら
れ
た
注し

連め

縄な
わ

で
装
飾

し
、
午
後
か
ら
は
村
中
の
人
が
ト
ン
ド

詣
り
を
し
て
、
未
明
に
行
わ
れ
る
ト
ン

ド
囃
し
を
待
ち
ま
す
。　

　

夜
11
時
を
過
ぎ
た
こ
ろ
に
は
、
太
鼓

の
響
き
と
と
も
に
講
連
中
の
「
ト
ン
ド

囃
し
に
行
か
さ
い
や
ぁ
」
の
掛
け
声
。

15
日
の
午
前
0
時
、
講
連
中
の
中
心
世

話
役
が
伝
統
作
法
に
則
り
、
拍
手
礼
拝

し
所し
ょ

伝で
ん

の
火
打
ち
石
で
点
火
し
ま
す
。

　

燃
え
盛
る
頃
合
い
を
見
て
、
若
い
講

連
中
が
褌

ふ
ん
ど
し

一
本
の
勇
ま
し
い
姿
で
、
倒

れ
か
か
っ
た
芯
鉾
を
短
く
切
っ
た
り

割
っ
た
り
し
て
参
拝
者
に
渡
し
ま
す
。

　

こ
の
割わ

り

竹た
け

は
来ら

い

福ふ
く

と
健
康
を
願
い
、

翌
年
ま
で
各
家
庭
で
神
棚
に
立
て
か
け
、

参
列
者
は
餅も
ち

粥が
ゆ

を
頂
い
た
だ

い
て
帰
り
ま
す
。

　

こ
の
日(

旧
暦
の
十
五
夜)

は
さ
え

た
満
月
と
燃
え
盛
る
火
の
粉
が
神
秘
的

で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
市
史
編
さ
ん
室　

小こ

灘な
だ

浩
ひ
ろ
し

）

当時の「外江郵便局前」（昭和 25 年頃）

現在の「外江郵便局前」

あ
の
時
、
こ
の
今

あ
の
時
、
こ
の
今

　
　

〜

　
　

〜
写
真
で
振
り
返
る
〜

写
真
で
振
り
返
る
〜

と 　　　しょ　　　かん　　　　　　　　いと 　　　しょ　　　かん　　　　　　　　い

伝統行事「トンドさん」伝統行事「トンドさん」

　必
かなら

ず来
く

る《西
にし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

》

にどう備
そな

えるか。南
なん

海
かい

トラフ

巨
きょ

大
だい

地
じ

震
しん

の正
しょう

体
たい

に迫
せま

り、地
じ

震
しん

に強
つよ

い社
しゃ

会
かい

を根
こん

底
てい

から問
と

う。

  日
に

本
ほん

人
じん

にとって鳥
とり

といえば

スズメ。意
い

外
がい

と知
し

らない愛
あい

す

べき小
しょう

隣
りん

人
じん

スズメの生
せい

態
たい

を科
か

学
がく

と文
ぶん

化
か

の両
りょう

視
し

点
てん

から考
こう

察
さつ

。

　《苦
く

海
かい

浄
じょう

土
ど

～わが水
みな

俣
また

病
びょう

～》

で文
ぶん

明
めい

の病
やまい

としての水
みな

俣
また

病
びょう

を

描
えが

いた著
ちょ

者
しゃ

石
いし

牟
む

礼
れ

道
みち

子
こ

の生
お

い

立
た

ちの記
き

。熊
くま

本
もと

日
にち

々
にち

新
しん

聞
ぶん

連
れん

載
さい

。

　1623年
ねん

初
はつ

刊
かん

行
こう

シェイクス

ピア全
ぜん

集
しゅう

《ファースト・フォ

リオ》の400年
ねん

間
かん

の数
すう

奇
き

な

運
うん

命
めい

をめぐるエピソード集
しゅう

。

今
こん

月
げつ

の新
しん

規
き

・寄
き

贈
ぞう

図
と

書
しょ

◇少
しょう

年
ねん

少
しょう

女
じょ

昭
しょう

和
わ

SF美
び

術
じゅつ

館
かん

  （大
おお

橋
はし

博
ひろ

之
ゆき

）

◇直
なお

木
き

賞
しょう

物
もの

語
がたり

 （川
かわ

口
ぐち

則
のり

弘
ひろ

）

◇魂
たましい

をゆさぶる歌
うた

に出
で

会
あ

う～アメリカ

   黒
こく

人
じん

文
ぶん

化
か

のルーツへ  （ウェルズ惠
けい

子
こ

）

◇小
お

津
づ

安
やす

二
じ

郎
ろう

への旅
たび

 （伊
い

良
ら

子
こ

序
はじめ

）

◇三
み

谷
たに

幸
こう

喜
き

　創
そう

作
さく

を語
かた

る （三
み

谷
たに

幸
こう

喜
き

ほか）

◇名
めい

画
が

の謎
なぞ

～陰
いん

謀
ぼう

の歴
れき

史
し

編
へん

 （中
なか

野
の

京
きょう

子
こ

）

◇幕
ばく

末
まつ

・維
い

新
しん

　彩
さい

色
しき

の京
きょう

都
と

 （白
しら

幡
はた

洋
よう

三
ざぶ

郎
ろう

）

◇昭
しょう

和
わ

の出
しゅっ

版
ぱん

が歩
あゆ

んだ道
みち

 （能
の

勢
せ

仁
まさし

ほか）

◇地
ち

球
きゅう

全
ぜん

史
し

の歩
ある

き方
かた

 （白
しら

尾
お

元
もと

理
まろ

）

◇歌
か

舞
ぶ

伎
き

座
ざ

五
ご

代
だい

木
こ

挽
びき

町
ちょう

風
ふう

雲
うん

録
ろく

 （石
いし

山
やま

俊
とし

彦
ひこ

）

◇日
に

本
ほん

滞
たい

在
ざい

記
き

～幕
ばく

末
まつ

 （リヒトホーフェン）

◇西
せい

洋
よう

の書
しょ

物
もつ

工
こう

房
ぼう

 （貴
き

田
だ

庄
しょう

）

◇岩
いわ

波
なみ

世
せ

界
かい

人
じん

名
めい

大
だい

事
じ

典
てん

 （岩
いわ

波
なみ

書
しょ

店
てん

編
へん

集
しゅう

部
ぶ

）

　　　　　　　　　　　ほか、計
けい

240冊
さつ

☆貸
かし

出
だし

冊
さつ

数
すう

・期
き

間
かん

　１
ひとり

人５冊
さつ

・２週
しゅう

間
かん

☆新
しん

聞
ぶん

　朝
あさ

日
ひ

・毎
まい

日
にち

・読
よみ

売
うり

・日
に

本
ほん

海
かい

・山
さん

陰
いん

   中
ちゅう

央
おう

・日
にっ

経
けい

・産
さん

経
けい

の７紙
し

があります。過
か

  

   去
こ

の新
しん

聞
ぶん

もあります。問
と

い合
あ

わせ下
くだ

さい。

市
し

民
みん

図
と

書
しょ

館
かん

（☎47-1099）

◆開
かい

館
かん

時
じ

間
かん

　午
ご

前
ぜん

１０時
じ

～午
ご

後
ご

６時
じ

◆休
きゅう

館
かん

日
び

　　毎
まい

週
しゅう

月
げつ

曜
よう

日
び

・毎
まい

月
げつ

末
まつ

◆ホームページアドレス

 http://lib.city.sakaiminato.tottori.jp/

南な
ん

海か
い

ト
ラ
フ
巨き

ょ

大だ
い

地じ

震し
ん 

│

        

歴れ
き

史し

・
科か

学が
く

・
社し

ゃ

会か
い

　
　
　
　
　
　

   

石い
し

橋ば
し 

克か
つ

彦ひ
こ

ス
ズ
メ 

│

  

つ
か
ず
・
は
な
れ
ず
・
二に

千せ
ん

年ね
ん

　
　
　
　
　
　

   　

三み

上か
み  

修
お
さ
む

葭よ
し

の
渚

な
ぎ
さ 

│

    

石
い
し

牟む

礼れ

道
み
ち

子こ

自じ

伝
で
ん

　
　
　
　

      

石
い
し

牟む

礼れ 

道
み
ち

子こ

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
を
追お

え
！   

   

消き

え
た
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ォ
リ
オ
本
ぼ
ん

の
行ゆ
く
え方

　
　
　
　

Ｅ
・
ラ
ス
ム
ッ
セ
ン

市報さかいみなと　6



《事例》

　クレジットカード会社から身に覚えのない高額の請

求書が届いた。確認するとオンラインゲームの利用料

だった。子どもに聞くと、無断でカードを持ち出して

使ったことを認めた。また本当の年齢を入力すると

ゲームができないので、２０歳以上と偽って入力した

という。支払わなければならないか。

【アドバイス】

◇ゲームの仕組みについて確認し、家族で遊び方や

   ルールを確認し合いましょう。

◇子どもが遊ぶゲームが無料なのか有料なのか、有料

   であれば何が有料なのか再確認しましょう。

◇クレジットカードを子どもが使った場合は、家族間

   使用となり親等の保護者が支払うことになります。

   保護者はカードの管理責任を認識し、子どもにも大

   切さを伝えましょう。

※全国の消費生活センターで「子どものオンライン

ゲーム」に関する相談件数が年々増加しています。中

でも事例のように子どもが家族のクレジットカードを

黙って利用していたという相談が多くみられます。

　スマートフォンやタブレットの他、インターネット

に接続できる携帯型ゲーム機や携帯型音楽プレーヤー

でも、クレジットカードを使えばゲームの購入などが

できます。またそれらの機器に1回クレジット情報

を登録することで継続して購入できるものもありま

す。

■相談受付時間　毎週月～金曜日

　午前９時～正午、午後１時～４時

家族で話し合いましょう
子どもの「オンラインゲーム」

地域振興課人権政策室（☎ 47 － 1102）消費生活相談室（☎ 47 － 1106 FAX 44 － 7957）

144 129消費生活相談室です消費生活相談室です みんなで拓く人権文化みんなで拓く人権文化

通行ルールを守りましょう通行ルールを守りましょう

知っていますか？自転車安全利用五則

対戦相手は敵でなくパートナー

　最近、気になるのは、スポーツ等の試合の折にしば

しば使われる「敵地」という表現です。反対に、毎日

新聞のコラムにあった『対戦相手は「敵」でなく「パー

トナー」』という言葉も、思い出しました。

　コラムには、私立和
わ

光
こう

中学校男子バスケットボール

部の顧問だった両
もろ

角
ずみ

憲二さんが、都の新人戦で初優勝

を果たしたその日に応援の保護者に配布した「和光の

丘よりさわやかな風を」に感銘した筆者が次のように

綴っておられます。

  『ゲームは相手がいて初めて成立する。だから対戦

相手は「敵」でなく、ナイスゲームを共に作る「パー

トナー」なのだ。どんなに強くても、相手のミスや反

則を喜んでいては敬意や称賛は得られない。審判が気

持ちよく笛を吹けてこそナイスゲームは生まれるの

だ』

　何気なく使っている言葉について、身近なところか

ら今一度考えてみませんか。

  昨年は県下で 172 件の自転車利用者が関係する交通事故が発

生しています。自転車も「車両」です。交通事故の当事者とな

らないため、通行ルールを守りましょう。

◇自転車は車道が原則、歩道は例外

◇車道は左側を通行

◇歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行

   法で定められた条件にあてはまる場合に限って、歩道を通行

   することもできます。

◇安全ルールを守る

◇子供はヘルメットを着用

運動会、リレー前のリーダー達の握手

お忘れなく！
軽 自 動 車 税
固 定 資 産 税 1 期

の納期限は

    　6 月２日（月）
・便利な口座振替をご利用ください

・納期限内に納付がない場合、納期限後
２０日以内に督促状を発送します

7　平成２６年５月



informationinformation

平
成　

年
度
の
情
報
公
開
・
個
人

情
報
保
護
制
度
の
実
施
状
況

【
公
文
書
の
開
示
】

◇
請
求
件
数　

33
件

◇
開
示
状
況　

開
示
２
件

　
　
　
　
　
　

部
分
開
示
31
件

【
自
己
情
報
の
開
示
】

◇
請
求
件
数　

44
件

◇
開
示
状
況　

開
示
43
件

　
　
　
　
　
　

部
分
開
示
１
件

※
個
人
情
報
に
関
す
る
部
分
に
つ
い

て
非
開
示
と
し
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
行
政
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
０
７
）

国
民
健
康
保
険
証
の

更
新
は
お
す
み
で
す
か
？

　

境
港
市
の
国
民
健
康
保
険
証
は
毎

年
３
月
末
で
有
効
期
限
を
迎
え
ま
す

の
で
、
更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

お
持
ち
の
保
険
証
の
有
効
期
限
を

確
認
し
て
、
ま
だ
更
新
手
続
き
を
し

て
い
な
い
人
は
、
市
民
課
の
窓
口
で

更
新
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
更
新
に
必
要
な
も
の

◇
古
い
国
民
健
康
保
険
証

◇
国
民
健
康
保
険
税
所
得
申
告
書

　
（
す
で
に
提
出
済
み
の
人
は
不
要
）

　

ま
た
、
就
職
な
ど
で
社
会
保
険
に

加
入
し
た
場
合
に
も
手
続
き
が
必
要

で
す
。
新
し
い
保
険
証
と
、
今
ま
で

の
国
民
健
康
保
険
証
を
持
参
し
、
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
保
険
年
金
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
３
６
）

市
税
の
減
免
制
度

【
個
人
住
民
税
・
法
人
市
民
税
】

　

一
定
の
要
件
に
該
当
す
れ
ば
、
一

部
も
し
く
は
全
部
の
減
免
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
減
免
対
象

　

申
請
の
あ
っ
た
日
以
降
に
納
期
限

が
到
来
す
る
税
額

▼
申
請
期
限

　

そ
れ
ぞ
れ
の
納
期
限
７
日
前

※
毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す
。

【
軽
自
動
車
税
】

　

心
身
障
が
い
者
、
ま
た
は
そ
の
障

が
い
者
の
た
め
に
家
族
が
所
有
す
る

軽
自
動
車
や
二
輪
車
に
か
か
る
税
は
、

一
定
の
要
件
（
障
が
い
の
程
度
等
）

に
該
当
す
れ
ば
、
減
免
さ
れ
ま
す
。

▼
申
請
期
限　

５
月
26
日
（
月
）

▼
持
参
す
る
も
の

◇
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手

　

帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保

　

健
福
祉
手
帳
の
い
ず
れ
か

◇
運
転
免
許
証

◇
印
章

◇
自
動
車
検
査
証
（
軽
自
動
車
）

◇
納
税
通
知
書
（
納
付
せ
ず
持
参
）

【
固
定
資
産
税
】

　

次
の
固
定
資
産
に
つ
い
て
、
一
定

の
要
件
に
該
当
す
れ
ば
、
固
定
資
産

税
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

◇
生
活
保
護
法
に
よ
り
生
活
扶
助
を

　

受
け
る
人
が
所
有
す
る
固
定
資
産

◇
生
活
困
窮
の
た
め
扶
養
義
務
者
以

　

外
の
人
か
ら
私
的
な
扶
助
を
受
け　

　

て
い
る
人
が
所
有
す
る
固
定
資
産

◇
公
益
の
た
め
直
接
専
用
す
る
固
定

　

資
産
（
自
治
会
広
場
・
公
園
な
ど
）

◇
災
害
等
に
よ
り
滅
失
し
、
ま
た
は

　

甚
大
な
損
害
を
受
け
た
固
定
資
産

▼
減
免
対
象

　

申
請
の
あ
っ
た
日
以
降
に
納
期
限

が
到
来
す
る
税
額

※
減
免
申
請
に
は
、
減
免
を
受
け
よ

う
と
す
る
事
由
を
証
明
す
る
書
類
の

添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
期
限

　

そ
れ
ぞ
れ
の
納
期
限
７
日
前

※
毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す
。

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

【
個
人
住
民
税
、
法
人
市
民
税
、
軽

自
動
車
税
に
つ
い
て
】

　

税
務
課
市
民
税
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
１
７
）

【
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
】

　

税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
１
８
）

公
共
下
水
道
使
用
料
の
改
定

　

消
費
税
等
の
税
率
変
更
に
伴
い
、

公
共
下
水
道
使
用
料
に
含
ま
れ
る
消

費
税
等
の
率
を
５
％
か
ら
８
％
に
変

更
し
ま
す
。（
消
費
税
等
を
除
い
た

額
は
、
現
行
の
ま
ま
で
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
。）

▼
新
料
金
の
適
用
開
始
時
期

◇
奇
数
月
請
求
の
地
区

　

７
月
請
求
分
（
５
、６
月
分
）

◇
偶
数
月
請
求
の
地
区

　

８
月
請
求
分
（
６
、７
月
分
）

▼
使
用
料
金
（
２
カ
月
分
）
の
一
例

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

下
水
道
課
普
及
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
１
８
）

有　

料　

広　

告

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ  

25

使　用　量 改　定　前 改　定　後 差

20㎥の場合
2,730 円

（うち消費税等 130 円）

2,808 円
（うち消費税等 208 円）

78 円増

30㎥の場合
4,515 円

（うち消費税等 215 円）

4,644 円
（うち消費税等 344 円）

129 円増

40㎥の場合
6,300 円

（うち消費税等 300 円）

6,480 円
（うち消費税等 480 円）

180 円増

市報さかいみなと　8
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有　

料　

広　

告

施
設
使
用
料
の
免
除

　

障
が
い
の
あ
る
人
な
ど
の
経
済
的

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
４
月
か
ら

文
化
・
体
育
施
設
の
使
用
料
を
左
表

の
と
お
り
免
除
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
文
化
体
育
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
３
）

国
民
年
金
保
険
料
後
納
制
度

　

後
納
制
度
は
、
過
去
10
年
間
に
納

め
忘
れ
た
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と

に
よ
り
、
将
来
の
年
金
額
を
増
や
す

こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。
ま
た
、

年
金
を
受
給
で
き
な
か
っ
た
人
は
、

後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
年
金

が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

過
去
10
年
以
内
に
納
め
忘
れ
の
保

険
料
が
あ
る
人
は
、
後
納
制
度
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
後
納
制
度
が
利
用
で
き
る

期
限
は
平
成
27
年
９
月
30
日
ま
で
で

す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

日
本
年
金
機
構
米
子
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
（
☎
34
‐
６
１
１
１
）

風
し
ん
予
防
接
種
助
成
と

無
料
抗
体
価
検
査

【
風
し
ん
予
防
接
種
費
の
助
成
】

▼
対　

象

◇
妊
娠
を
希
望
す
る
昭
和
40
年
４
月

　

１
日
〜
平
成
８
年
３
月
31
日
生
ま

　

れ
の
女
性
で
、
検
査
の
結
果
風
し

　

ん
抗
体
価
が
低
か
っ
た
人

◇
妊
婦
の
夫

▼
助
成
額　

上
限
８
千
円

▼
助
成
期
間　

来
年
３
月
31
日
ま
で

【
無
料
抗
体
価
検
査
】

　

一
部
の
医
療
機
関
や
米
子
保
健
所

で
は
、
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
と
そ

の
同
居
者
で
、
予
防
接
種
や
検
査
歴

の
無
い
人
を
対
象
と
し
た
抗
体
価
検

査
を
無
料
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
米
子
保
健
所
（
☎
31
‐

９
３
１
７
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
成
人
保
健
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
０
）

人
権
擁
護
委
員
制
度

　

毎
年
６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委

員
の
日
」
で
す
。

　

人
権
を
尊
重
し
た
社
会
を
築
く
た

め
、
人
権
擁
護
委
員
が
、
啓
発
活
動

や
人
権
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
人
権
擁
護
委
員
と
担
当
地
区

　　

人
権
相
談
は
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
行
っ
て
い
ま
す
。
日
程
は
最
終

ペ
ー
ジ
の
「
く
ら
し
の
相
談
日
」
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

人
権
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
振
興
課
人
権
政
策
室

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
０
２
）

「

野

焼

き

」

は

原

則

禁

止

で

す

　

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
法
律
（
平
成
13
年
４
月
施
行
）
に

よ
り
、
原
則
と
し
て
「
野
焼
き
」
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

社
会
の
慣
習
上
や
む
を
得
な
い
焼

却
（
と
ん
ど
焼
き
等
）
や
農
業
等
に

起
因
す
る
も
の
の
焼
却
は
、
例
外
規

定
で
か
ろ
う
じ
て
許
可
さ
れ
て
い
る

に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　

野
焼
き
の
煙
や
焼
却
灰
の
飛
散
に

よ
る
苦
情
が
後
を
絶
た
ず
、
消
防
車

が
出
動
す
る
事
案
も
度
々
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
例
外
的
に
認
め
ら
れ
る
野

焼
き
を
行
う
場
合
で
も
、
風
向
き
を

考
慮
し
た
り
、
事
前
に
近
隣
に
声
を

か
け
る
な
ど
、
す
べ
て
の
市
民
の
皆

さ
ん
が
気
持
ち
よ
く
生
活
す
る
た
め

の
環
境
づ
く
り
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
衛
生
課
環
境
対
策
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
６
０
）

施　設　名 区　分 現　行 改定後

海とくらし
の史料館

７０歳以上の人 ４００円

免 除

障がいのある人 １００円

市民体育館
（小体育館）

７０歳以上の人（個人使用・１時間） ３０円

障がいのある人（個人使用・１時間） １０円～３０円

市民温水
プール

７０歳以上の人
個 人 ５２０円

団 体 ３８０円

障がいのある人
個 人 ２６０円

団 体 １９０円

氏　名 担当地区

門 脇 紀 文 渡 地 区

早 川 明 美 外 江 地 区

池 淵 美 津 子 境 地 区

足 立 光 枝 上 道 地 区

小 灘 惠 美 子 余 子 地 区

永 見 和 子 中 浜 地 区

神 﨑 和 重 誠 道 地 区

9　平成２６年５月
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有　

料　

広　

告

清
掃
セ
ン
タ
ー
情
報

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
清
掃
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
42
‐
３
８
０
３
）

◇
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
45
‐
８
６
２
６
）

農
業
委
員
会
情
報

【
農
地
白
書
を
作
成
し
ま
し
た
】

　

農
業
委
員
会
で
は
、
境
港
市
の
農

業
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
情
報
提

供
す
る
た
め
、
農
地
の
現
状
な
ど
の

農
地
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
集
計
・
図

表
化
し
た
「
平
成
25
年
度
農
地
白
書

（
境
港
市
版
）」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く
か
、

農
業
委
員
会
（
商
工
農
政
課
内
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
３
）

小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金

利
子
補
給
補
助
金

　

事
業
者
の
負
担
軽
減
お
よ
び
経
営

安
定
を
図
る
た
め
に
利
子
補
助
を
行

う
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

▼
対　

象

　

４
月
１
日
以
降
に
日
本
政
策
金
融

公
庫
か
ら
小
規
模
事
業
者
経
営
改
善

資
金
（
マ
ル
経
資
金
）
の
融
資
を
受

け
た
市
内
の
事
業
者

▼
補
助
額

　

支
払
利
子
の
２
分
の
１

▼
補
助
対
象
期
間

　

融
資
の
償
還
開
始
月
か
ら
36
月

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
日
本
政
策
金
融
公
庫

　
　
　
　
　
　
（
☎
34
‐
５
８
２
１
）

◇
商
工
農
政
課
商
工
振
興
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
６
）

制
度
融
資
の
創
設

　

市
内
の
中
小
企
業
者
に
対
す
る
新

し
い
制
度
融
資
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
信
用
保
証
協
会
の
信
用

保
証
が
必
要
で
す
。

【
新
規
需
要
開
拓
設
備
資
金
】

▼
対　

象

　

導
入
・
新
設
、
能
力
増
強
・
拡
張
、

更
新
・
建
替
、
維
持
・
補
修
、
合
理

化
・
省
力
化
な
ど
の
た
め
の
設
備
投

資
を
伴
う
計
画
に
取
り
組
む
者

▼
資
金
の
使
途

　

設
備
資
金
（
一
部
運
転
資
金
・
借

換
資
金
）

▼
融
資
限
度
額　

保
証
枠

▼
融
資
期
間

　

20
年
以
内
（
据
置
３
年
以
内
）

▼
融
資
利
率

　

年
１
・
４
３
〜
１
・
８
７
％

【
経
営
体
質
強
化
資
金
】

▼
対　

象

　

最
近
３
カ
月
間
の
売
上
高
等
が
平

成
19
年
４
月
以
降
の
い
ず
れ
か
の
年

の
同
期
の
売
上
高
等
に
比
べ
５
％
以

上
減
少
し
て
い
る
者

▼
資
金
の
使
途

　

運
転
資
金
・
設
備
資
金
（
一
部
借

換
資
金
）

▼
融
資
限
度
額　

８
千
万
円

▼
融
資
期
間

　

10
年
以
内
（
据
置
３
年
以
内
）

▼
融
資
利
率　

年
１
・
４
３
％

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
農
政
課
商
工
振
興
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
６
）

経
営
者
保
証
に
関
す
る

ガ

イ

ド

ラ

イ

ン

　

経
営
者
保
証
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
が
、
中
小
企
業
庁
・
金
融
庁
指

導
で
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
金
融
機
関

と
相
談
し
た
い
人
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

▼
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容

◇
法
人
と
個
人
の
資
産
・
経
理
が
明

　

確
に
分
離
さ
れ
て
い
る
場
合
等
に

　

お
い
て
個
人
保
証
が
不
要
と
な
る

　

こ
と

◇
多
額
の
個
人
保
証
を
行
っ
て
も
、

　

経
営
が
行
き
詰
る
前
に
、
早
め
に

　

事
業
再
生
や
廃
業
を
決
断
し
た
際

　

に
一
定
の
生
活
費
等
が
残
る
こ
と

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
中
国
本

部（☎
０
８
２
‐
５
０
２
‐
６
５
５
５
）

◎毎月第３日曜日 
≪家庭系ごみの

　　　　　　受け入れ≫
　５月１８日
　　（午前９時～正午）

中 海・ 宍 道 湖 一 斉 清 掃

　ラムサール条約登録湿地である中海・宍道湖の

一斉清掃が実施されます。

　今年は境港市がメイン会場となります。開会式

では鳥取・島根の両県知事の挨拶や園児による催

しを行う予定です。

▼と　き　６月８日（日）午前８時30分～

　　　　　※概ね１時間半程度の予定

▼ところ　西工業団地　北・西側湖岸

　　　　　※駐車場等の詳細はホームページに

　　　　　　掲載しています。

▼問い合わせ先　環境衛生課環境対策係

　　　　　　　　　　　　（☎４７‐１０６０）

市報さかいみなと　10
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労
働
保
険
の
年
度
更
新
手
続
き

　

平
成
25
年
度
の
確
定
保
険
料
お
よ

び
、
平
成
26
年
度
の
概
算
保
険
料
な

ら
び
に
石
綿
健
康
被
害
救
済
法
に
基

づ
く
一
般
拠
出
金
の
申
告
・
納
付
手

続
き
が
必
要
で
す
。

　

年
度
更
新
説
明
会
等
を
参
考
に
、

申
告
・
納
付
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
今
年
度
か
ら
、
石
綿
健
康
被
害
救

済
法
に
基
づ
く
一
般
拠
出
金
の
保
険

料
が
変
更
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
便
利
な
電
子
申
請
、
電
子
納
付
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
年
度
更
新
説
明
会

◇
と　

き

　

６
月
５
日
（
木
）

　

・
一
般
業
種
お
よ
び
雇
用
保
険
　^

　
　

午
前
10
時
〜
11
時
50
分

　

・
一
括
有
期
事
業

　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

◇
と
こ
ろ　

米
子
市
文
化
ホ
ー
ル

◇
申
告
・
納
付
手
続
き
期
間

　

６
月
１
日（
日
）〜
７
月
10
日（
木
）

◇
申
告
書
の
提
出
先

　

最
寄
り
の
金
融
機
関
、
郵
便
局
、

鳥
取
労
働
局
、
各
集
合
受
付
会
場

▼
年
度
更
新
集
合
受
付

◇
と　

き　

６
月
24
日
（
火
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

◇
と
こ
ろ　

境
港
商
工
会
議
所

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

　
（
☎
０
８
５
７
‐
29
‐
１
７
０
２
）

有　

料　

広　

告

制度名 対象者 支援対象要件 支援概要

境港市企業立地
の促進及び雇用
の拡大に関する
条例

製造業、運輸・郵便業、
宿泊業、学術・開発
研究機関、デザイン
業、著述・芸術家業、
機械設計業、再資源
化事業、電気業、情
報通信業、職員教育
施設・支援業および
コールセンター業の
いずれかを操業され
た人

▼投資額 1億円以上

▼新規常時雇用者数
　（市内在住者）7人以上
　※純増人数

▼固定資産税の課税免除 5年間
　（単年度上限 1億円）
　または、企業立地支援補助金投下固
定資産（土地・家屋・償却資産）総額
の 5％（上限 1億円）

▼雇用促進奨励金
　新規常用雇用者（市内在住者）
　1人につき 100 万円（上限 1億円）

▼投資額 5,000 万円以上
▼新規常時雇用者数

　（市内在住者）4人以上
　※純増人数

▼固定資産税の課税免除 4年間
　（単年度上限 1億円）

▼雇用促進奨励金
　新規常用雇用者（市内在住者）
　1人につき 50 万円（上限 1億円）

▼投資額 3,000 万円以上

▼新規常時雇用者数
　（市内在住者）2人以上
　※純増人数

▼固定資産税の課税免除 3年間
　（単年度上限 1億円）

▼雇用促進奨励金
　新規常用雇用者（市内在住者）
　1人につき 30 万円（上限 1億円）

境港市企業立地
促進補助金

竹内工業団地で事業
を操業された人

▼新規常用雇用者の人数
　山陰両県在住者 3人以上
　うち市内在住者 1人以上

操業開始時の投下固定資産（土地・家屋・
償却資産）に係る固定資産税相当額を、
納付の翌年度以降 3カ年に分けて補助

境港市工場立地
促進補助金

境港市内（竹内工業
団地を除く）で製造
業等を操業された人

▼新規常用雇用者の人数
　山陰両県在住者 3人以上
　うち市内在住者 1人以上

操業開始時の投下固定資産（土地・家屋・
償却資産）に係る固定資産税相当額を、
納付の翌年度以降 3カ年に分けて補助

境港市の企業誘致に関する優遇措置
市では、工場等の新増設に対する支援制度を用意しています。

【問い合わせ先】

商工農政課商工振興係（☎４７－１０５６）

11　平成２６年５月
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さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ
情
報

【
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
イ
・
シ
ル
バ
ー
デ
イ
】

　

女
性
・
65
歳
以
上
の
人
は
割
引

▼
と　

き　

毎
月
第
２
・
３
月
曜
日　

◇
大　

人　

５
１
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

【
各
種
割
引
】

▼
高
齢
者
料
金

　

70
歳
以
上
の
人
は
常
時
３
０
０
円

▼
時
間
帯
割
引

　

正
午
ま
で
の
入
館
女
性
は
割
引

◇
大　

人　

５
１
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

▼
家
族
割
引

　

家
族
連
れ
の
小
・
中
学
生
は
割
引

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

▼
誕
生
日
割
引　

誕
生
日
の
人
は
入

浴
料
が
無
料
（
要
証
明
）

【
薬
湯
の
日
】

◇
女　

湯　

毎
週
月
曜
日

◇
男　

湯　

毎
週
水
曜
日

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ

　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
４
０
６
０
）

夢
み
な
と
タ
ワ
ー
情
報

【
映
画
上
映
「
プ
レ
ー
ン
ズ
」】

▼
と　

き　

５
月
25
日
（
日
）

　

①
午
前
10
時　

②
午
後
１
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

３
階
シ
ア
タ
ー

▼
料　

金　

入
場
に
は
タ
ワ
ー
入
館

料
が
必
要
（
大
人
３
０
０
円
、
小
中

学
生
１
５
０
円
）

【
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集
】

　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店
者
を

募
集
し
ま
す
。

▼
開
催
日

　

６
月
21
日
（
土
）、
22
日
（
日
）

▼
出
店
料　

◇
１
日
の
み
出
店　

２
千
円

◇
両
日
と
も
出
店　

３
千
円

▼
申
し
込
み
方
法

　

５
月
24
日
（
土
）
午
前
９
時
か
ら

電
話
に
て
受
け
付
け
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
３
８
０
０
）

米
子
鬼
太
郎
空
港
を

ご

利

用

の

人

へ

　

新
規
路
線
の
就
航
な
ど
に
よ
り
、

土
日
祝
日
に
は
、
空
港
前
駐
車
場
は

大
変
混
雑
し
ま
す
。（
時
間
に
余
裕

を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。）

　

空
港
を
ご
利
用
の
際
は
、
公
共
交

通
機
関
の
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
西
部
総
合
事
務
所
維
持
管

理
課　
　
　
　
（
☎
31
‐
９
７
１
２
）

納

税

相

談

　

平
日
の
昼
間
に
仕
事
な
ど
で
、
市

税
の
納
付
や
相
談
に
来
ら
れ
な
い
人

は
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き

　

５
月
30
日
（
金
）、６
月
30
日
（
月
）

午
後
５
時
15
分
〜
８
時

▼
と
こ
ろ　

収
税
課
窓
口

▼
取
り
扱
い
税
目

　

個
人
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税

※
納
税
通
知
書
等
を
紛
失
し
、
納
め

る
金
額
が
わ
か
ら
な
い
人
は
あ
ら
か

じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

収
税
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
１
９
）

年

金

相

談

▼
と　

き

　

５
月
14
日
（
水
）、６
月
11
日
（
水
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
持
参
す
る
も
の

◇
年
金
証
書
ま
た
は
年
金
手
帳

◇
年
金
特
別
便
ま
た
は
年
金
定
期
便

◇
委
任
状
（
代
理
人
の
場
合
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

日
本
年
金
機
構
米
子
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
（
☎
34
‐
６
１
１
１
）

ぼ
ち
ぼ
ち
ク
ラ
ブ

　

心
の
病
気
で
治
療
さ
れ
て
い
る
人

が
集
ま
り
、
仲
間
づ
く
り
や
生
活
体

験
を
行
う
場
で
す
。
今
回
は
、
料
理

を
作
り
、
交
流
し
ま
す
。

▼
と　

き　

５
月
21
日
（
水
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
持
参
す
る
も
の

　

三
角
き
ん
、
エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
き

タ
オ
ル
、
食
材
費
３
０
０
円

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
成
人
保
健
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
１
）

教

科

書

展

示

会

　

小
・
中
・
高
等
学
校
で
使
用
す
る

教
科
書
見
本
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
展
示
会
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
児
童
生
徒
が
使
用
す
る
教
科
書
へ

の
関
心
や
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た

め
に
行
い
ま
す
。

▼
と　

き

　

６
月
６
日（
金
）〜
７
月
３
日（
木
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

▼
と
こ
ろ

　

市
民
図
書
館
分
館
２
階　
　
　
　

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課
指
導
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
８
８
）

精
神
障
が
い
者
家
族
会
（
ま
つ
ば
会
）
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
学
習
会

　

精
神
障
が
い
者
の
ご
家
族
、
当
事

者
だ
け
で
な
く
、
関
心
の
あ
る
人
は

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

親
な
き
後
も
、
当
事
者
が
自
立
し

た
生
活
を
送
る
た
め
に
知
っ
て
お
く

と
役
に
立
つ
お
金
の
お
話
で
す
。

▼
と　

き　

５
月
24
日
（
土
）

　

午
前
11
時
〜
正
午

※
家
族
会
の
総
会
終
了
後
に
行
い
ま

す
の
で
、
受
付
は
午
前
10
時
45
分
か

ら
開
始
し
ま
す
。

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
講　

師　

キ
ム
ラ
ミ
キ
さ
ん

（
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
成
人
保
健
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
１
）

無

料

法

律

相

談

　

鳥
取
県
弁
護
士
会
に
よ
る
無
料
法

律
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と　

き　

５
月
16
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ　

鳥
取
地
方
・
家
庭
裁
判

所
米
子
支
部

▼
定　

員　

30
人
程
度

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
弁
護
士
会

　
（
☎
０
８
５
７
‐
22
‐
３
９
１
２
）

催催  

しし

有　

料　

広　

告
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日
曜
合
同
労
働
相
談
会

　

鳥
取
県
労
働
委
員
会
な
ど
の
関
係

機
関
が
合
同
で
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
平
日
の
ご
利
用
が
難
し
い
人
は
、

こ
の
機
会
に
ご
利
用
下
さ
い
。

▼
と　

き　

６
月
22
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ　

米
子
市
福
祉
保
健
総
合

セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
の
里

▼
参
加
機
関

　

鳥
取
労
働
局
、
鳥
取
県
弁
護
士
会
、

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
鳥
取
地
方

事
務
所
（
法
テ
ラ
ス
鳥
取
）、
鳥
取

県
社
会
保
険
労
務
士
会
、
鳥
取
県
中

小
企
業
労
働
相
談
所
（
み
な
く
る
）

▼
予
約
先（
労
使
ネ
ッ
ト
と
っ
と
り
）

　

☎
０
１
２
０
‐
77
‐
６
０
１
０

▼
予
約
申
込
期
限　

６
月
20
日（
金
）

※
予
約
優
先
、
当
日
も
先
着
順
で
受

け
付
け
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

労
使
ネ
ッ
ト
と
っ
と
り

　
（
☎
０
８
５
７
‐
26
‐
７
５
６
０
）

な
ん
で
も
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　

連
合
は
全
国
一
斉
で
相
談
ダ
イ
ヤ

ル
を
開
設
し
、
働
く
み
な
さ
ん
の
ト

ラ
ブ
ル
や
心
配
事
の
解
決
に
向
け
、

相
談
員
が
秘
密
厳
守
で
お
こ
た
え
し

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
実
施
期
間

　

６
月
10
日
（
火
）
〜
11
日
（
水
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
７
時

▼
相
談
番
号

　

☎
０
１
２
０
‐
１
５
４
‐
０
５
２

※
発
信
地
近
く
の
事
務
局
へ
つ
な
が

り
ま
す
。
携
帯
電
話
か
ら
の
相
談
も

可
能
で
す
。

※
上
記
以
外
に
も
通
年
的
に
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
で
相
談
を
受
け
つ
け
て
い

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

連
合
鳥
取

　
（
☎
０
８
５
７
‐
26
‐
６
６
０
５
）

と
っ
と
り
就
職
フ
ェ
ア

　

若
年
求
職
者
等
の
就
職
促
進
と
企

業
の
人
材
の
確
保
を
図
る
た
め
、
と

っ
と
り
就
職
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。

※
入
場
無
料
、
予
約
・
履
歴
書
不
要

▼
対　

象

◇
平
成
27
年
３
月
大
学
等
卒
業
予
定

　

者
◇
未
就
職
卒
業
者
お
よ
び
一
般
求
職

　

者
▼
と
き
・
内
容　

５
月
14
日
（
水
）

◇
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

　

直
前
対
策
セ
ミ
ナ
ー

◇
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

　

合
同
企
業
説
明
会

▼
と
こ
ろ

　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
企
業

　
（
公
財
）
ふ
る
さ
と
鳥
取
県
定
住

機
構
、
鳥
取
労
働
局
お
よ
び
と
っ
と

り
若
者
仕
事
プ
ラ
ザ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
（
公
財
）
ふ
る
さ
と
鳥
取
県
定
住

　

機
構

　
（
☎
０
８
５
７
‐
24
‐
４
７
４
０
）

◇
よ
な
ご
若
者
仕
事
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　
　
（
☎
23
‐
４
５
１
０
）

じ
ん
け
ん
ミ
ニ
講
座

〜
聴
覚
障
が
い
を
理
解
す
る
た
め
に
〜

▼
と　

き　

５
月
20
日
（
火
）

　

午
後
３
時
40
分
〜
４
時
40
分

▼
と
こ
ろ　

市
民
会
館
大
会
議
室

▼
内　

容

◇
聴
覚
障
が
い
の
あ
る
人
の
体
験
談

◇
手
話
実
技
（
簡
単
な
あ
い
さ
つ
）　

▼
講　

師　
（
公
社
）
鳥
取
県
聴
覚

障
害
者
協
会

▼
参
加
費　

無
料
（
要
申
し
込
み
）

※
託
児
を
行
い
ま
す
。

▼
申
込
期
限
（
参
加
・
託
児
と
も
）

　

５
月
15
日
（
木
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会
事

務
局
（
地
域
振
興
課
人
権
政
策
室
）

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
０
２
）

境

港

市

健

康

ウ

ォ

ー

ク

大

会

　

話
題
の
「
ベ
タ
踏
み
坂
（
江
島
大

橋
）」
を
歩
い
て
楽
し
む
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
大
会
で
す
。
渡
町
か
ら
江
島
ま

で
の
往
復
６
キ
ロ
の
コ
ー
ス
で
す
。

▼
と　

き　

５
月
25
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
ス
タ
ー
ト

◇
受　

付　

午
前
９
時
〜
９
時
30
分

▼
集
合
場
所　

旧
中
浦
水
門
跡
地

（
渡
町
「
光
洋
の
里
」
向
か
い
）

▼
参
加
費　

２
０
０
円（
当
日
支
払
）

※
高
校
生
以
下
は
無
料
で
す
。

※
小
学
生
以
下
は
必
ず
保
護
者
も
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　

５
月
19
日
（
月
）

※
申
込
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

各
公
民
館
で
配
布
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
文
化
体
育
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
３
）

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

〜
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　

フ
ォ
ー
ク
の
世
界
〜

▼
と　

き　

５
月
30
日
（
金
）

　

午
後
７
時
30
分
〜
８
時
40
分

▼
と
こ
ろ　

文
化
ホ
ー
ル

▼
参
加
費　

無
料

▼
出　

演　

Ｂ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｈ
ｅ
ｎ

▼
曲　

目　

雨
の
物
語
、
落
陽
ほ
か

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
市
文
化
振
興
財
団

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
０
４
）

～美保基地航空祭～
　下記の日程で美保基地航空祭が開催されます。

　 ▼と　き　６月８日（日）

　　　　　　午前９時～午後３時

　 ▼ところ　航空自衛隊美保基地

　 ▼内　容

　◇航空機地上展示（Ｃ‐１、ＹＳ‐１１、Ｔ‐

　　　　　　　　　　４００など）

　◇航空機飛行展示（戦闘機、輸送機など）

　◇主要装備品展示（陸上自衛隊車両等）

　◇その他（スタンプラリー、消防車両展示・煙体験

　　　　　　など）

～ふれあいコンサート～

　 ▼と　き　６月１４日（土）

　　　　　　①午後２時～　②午後６時30分～

　 ▼ところ　文化ホール

　 ▼出　演　航空自衛隊西部航空音楽隊

　　　　　　（福岡県春日市）

　※入場無料ですが、整理券が必要です。

　※整理券は市民課窓口、各公民館、文化ホールで配

　　布します。

▼問い合わせ先

　美保基地渉外室　（☎４５‐０２１１）

13　平成２６年５月



informationinformation

人
権
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実

行

委

員

　

人
権
を
尊
重
す
る
社
会
の
推
進
に

向
け
開
催
す
る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

実
行
委
員
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
を
募

集
し
ま
す
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
12
月
に
開
催

予
定
で
、
実
行
委
員
会
は
４
回
程
度

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
第
１
回
実
行
委
員
会

◇
と　

き

　

６
月
３
日
（
火
）
午
後
８
時
〜

◇
と
こ
ろ　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

▼
申
込
期
限　

５
月
28
日
（
水
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
振
興
課
人
権
政
策
室

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
０
２
）

高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険

事
業
計
画
策
定
委
員

　

市
で
は
、
高
齢
者
の
福
祉
、
介
護

の
指
針
と
な
る
計
画
の
見
直
し
を
行

う
に
当
た
り
、
計
画
案
を
検
討
す
る

策
定
委
員
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格

　

満
40
歳
以
上
（
４
月
１
日
現
在
）

の
市
民
で
、
平
日
に
開
催
さ
れ
る
会

議
に
出
席
で
き
る
人

▼
募
集
人
数　

３
人

▼
任　

期　

６
月
〜
来
年
３
月
末

▼
会
議
の
開
催　

４
回
程
度

※
会
議
出
席
の
都
度
、
報
償
費
を
支

給
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法

　
「
高
齢
者
の
福
祉
、
介
護
に
つ
い

て
の
想
い
」
を
８
０
０
字
（
原
稿
用

紙
２
枚
）
程
度
の
作
文
に
ま
と
め
、

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番

号
を
明
記
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
選
考
の
う
え
、
決
定
し
ま
す
。

▼
応
募
期
限　

５
月
30
日
（
金
）

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
社
会
課
介
護
保
険
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
３
８
）

市
営
住
宅
入
居
者

▼
入
居
資
格
（
一
般
）

◇
基
準
内
の
収
入
で
あ
る
こ
と

◇
同
居
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と

◇
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

◇
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

◇
連
帯
保
証
人
が
1
人
あ
る
こ
と

◇
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

▼
入
居
資
格（
一
人
親
世
帯
等
優
先
）

◇
一
人
親
世
帯
等
の
人
は
、
優
先
入

　

居
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
い

　

入
居
要
件
等
は
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

▼
敷　

金　

家
賃
の
３
カ
月
分

▼
募
集
期
間

　

５
月
８
日
（
木
）
〜
16
日
（
金
）

▼
入
居
抽
選
日　

５
月
20
日
（
火
）

▼
入
居
可
能
日　

６
月
１
日
（
日
）

 

※
駐
車
場
を
使
用
す
る
人
は
、
別
途

駐
車
場
使
用
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

（
１
区
画 

月
額
千
円
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
整
備
課
公
営
住
宅
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
９
）

団地名
夕顔団地

（高松町 937-4）
夕顔団地

（誠道町 218）
上道団地

（上道町 3563）
外江団地

（外江町 3266-5）

種　別 一人親世帯等優先 一般 一般 一般

建設年度 平成３年 平成７年 平成 11 年 昭和 59 年

構　造 鉄筋・3階建 鉄筋・３階建 鉄筋・４階建 鉄筋・４階建

募集住戸 3B 棟 9号（２階） 7A棟 12 号（２階）10 棟 108 号（１階） ８号（４階）

間取り等
３ＤＫ

６畳（３）

３ＬＤＫ

６畳（３）

２ＤＫ

7.5 畳（１）、６畳（１）

３ＤＫ

６畳（１）、４．５畳（２）

家賃 ( 円 ) 19,800 ～ 38,900 22,200 ～ 43,600 20,900 ～ 41,000 16,200 ～ 31,700

市 美 術 展 覧 会 作 品 募 集
　
６月14日（土）から18日（水）までの５日間、市民会館を会場に開催します。

　皆さんの力作をご応募ください。

▼出品規定（高校生以上）

　◇市内に住所がある人、または勤務している人

　◇市内の各グループのメンバーである人

▼出　品

　１部門１人２点以内で自己の創作した未発表作品に限る。

▼出品料　無料

▼部門および規格

　【絵　画】

　　額装または条幅表装とし、６号から２００号以内

　【工　芸】

　　重量３kg、サイズ１ｍ×１ｍ×２ｍ以内

　【彫　刻】

　　重量100kg、サイズ１ｍ×１ｍ×３ｍ以内

　【書　道】

　　額装または条幅表装とし、半切の４分の１以上全紙以

　　内・縦横自由（ただし、篆刻はこの限りでない）

　【写　真】

　　モノクローム・カラーとも四つ切以上全紙４倍以内と

　　し、連作・組写真もこのサイズ以内にまとめ、パネル

　　張りか額装とする（デジタル写真で、合成加工を施し

　　たものを出品する場合は明記すること）

▼受付・搬入日　６月１１日（水）午前１０時～午後７時

▼搬入場所

　中央公民館（市民会館２階）

　※各部門の優秀作品には市展賞・奨励賞を贈ります。

　※作品の規定など詳しい内容を記した要項・申し込み票

　　は、各地区公民館および生涯学習課窓口で配布します。

▼問い合わせ先

　生涯学習課文化体育係

　　（☎４７‐１０９３）

募募  

集集
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informationinformation

原
子
力
関
連
施
設

見

学

会

参

加

者

▼
と　

き　

５
月
23
日
（
金
）

　

午
前
９
時
45
分
〜
午
後
４
時
20
分

▼
見
学
施
設

◇
島
根
県
原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー

◇
島
根
原
子
力
発
電
所
（
バ
ス
車
内

　

か
ら
見
学
）

▼
集
合
・
解
散
場
所

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
前

▼
募
集
人
数　

40
人

▼
申
し
込
み
方
法

　

は
が
き
に
参
加
さ
れ
る
す
べ
て

の
人
の
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

電
話
番
号
、
生
年
月
日
を
ご
記
入
の

上
、
応
募
く
だ
さ
い
。（
は
が
き
１

枚
で
２
人
ま
で
応
募
可
能
で
す
。
な

お
、
電
話
や
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
も
応

募
で
き
ま
す
。）

▼
申
込
期
限

　

５
月
15
日
（
木
）
必
着

▼
注
意
事
項

◇
参
加
費
は
無
料
で
す
。

◇
本
人
確
認
書
類
が
必
要
で
す
。

※
本
人
確
認
書
類
に
つ
い
て
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
６
８
０
‐
８
５
７
０

鳥
取
市
東
町
一
丁
目
２
７
１

　

鳥
取
県
危
機
管
理
局
原
子
力
安
全

対
策
課

  

（
☎
０
８
５
７
‐
26
‐
７
９
７
４
）  

    

FAX 

０
８
５
７
‐
26
‐
８
８
０
５

慰
霊
巡
拝
参
加
者

　

平
成
26
年
度
慰
霊
巡
拝
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。
先
の
大
戦
で
親
族

を
亡
く
さ
れ
た
遺
族
を
対
象
に
、
厚

生
労
働
省
が
実
施
し
ま
す
。

　

参
加
旅
費
の
う
ち
、
３
分
の
１
程

度
が
国
か
ら
補
助
さ
れ
ま
す
。

▼
募
集
地
域

◇
旧
ソ
連
（
ア
ム
ー
ル
州
、
ハ
バ
ロ

　

フ
ス
ク
地
方
、
沿
海
地
方
、
カ
ザ

　

フ
ス
タ
ン
共
和
国
）

◇
中
国
（
東
北
地
区
）

◇
南
方
（
硫
黄
島
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ

　

ニ
ア
、
イ
ン
ド
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
、

　

ト
ラ
ッ
ク
諸
島
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

　

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
）

※
地
域
に
よ
り
実
施
日
程
、
募
集
予

定
人
員
、
参
加
費
用
が
異
な
り
ま
す
。

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
ま

た
、
日
程
は
巡
拝
地
域
の
情
勢
な
ど

に
よ
り
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
生
活
支
援
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
７
）

伯

州

綿

種

ま

き

体

験

参

加

者

　

伯
州
綿
の
種
ま
き
に
参
加
さ
れ
る

人
を
募
集
し
ま
す
。

　

ま
い
て
い
た
だ
い
た
種
か
ら
収
穫

し
た
綿
は
、
来
年
度
の
新
生
児
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
る
赤
ち
ゃ

ん
お
く
る
み
の
原
料
に
使
用
し
ま
す
。

　

種
ま
き
は
、
昨
年
度
の
赤
ち
ゃ
ん

お
く
る
み
受
領
者
親
子
と
一
緒
に
行

う
予
定
で
す
。

▼
と　

き　

５
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜

▼
と
こ
ろ

　

文
化
ホ
ー
ル
東
側
伯
州
綿
栽
培
畑

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
期
限　

５
月
14
日
（
水
）

▼
申
し
込
み
方
法

　

電
話
、フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、電
子
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
参
加
代
表
者
の
氏

名
、住
所
、電
話
番
号
、参
加
人
数（
大

人
、
子
ど
も
別
人
数
）
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

伯
州
綿
連
絡
協
議
会
事
務
局
（
商

工
農
政
課
内
）（
☎
47
‐
１
０
４
９
）

FAX 

44
‐
７
９
５
７

Mail

shokonosei@
city.sakaim

inato.lg.jp

伯
州
綿
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
会
員

　

伯
州
綿
を
応
援
す
る
伯
州
綿
フ
ァ

ン
ク
ラ
ブ
の
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

伯
州
綿
を
知
っ
て
い
る
人
も
、
知

ら
な
い
人
も
、
伯
州
綿
に
興
味
・
関

心
が
あ
り
、
取
り
組
み
を
応
援
し
て

い
た
だ
け
る
人
は
、
ど
な
た
で
も
入

会
で
き
ま
す
。

▼
年
会
費　

千
円

▼
会
員
特
典

◇
毎
年
替
わ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
会
員
バ

　

ッ
ジ

◇
伯
州
綿
通
信

◇
イ
ベ
ン
ト
案
内
（
栽
培
体
験
イ
ベ

　

ン
ト
ほ
か
）

◇
有
料
イ
ベ
ン
ト
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

　

プ
優
待
価
格

▼
申
し
込
み
方
法

◇
窓
口
（
商
工
農
政
課
）
で
の
申
し

　

込
み

◇
郵
送
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
メ
ー
ル

　

に
よ
る
申
し
込
み

※
入
会
案
内
を
発
送
し
ま
す
の
で
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

伯
州
綿
連
絡
協
議
会
事
務
局
（
商

工
農
政
課
内
）（
☎
47
‐
１
０
４
９
）

FAX 

44
‐
７
９
５
７

Mail

shokonosei@
city.sakaim

inato.lg.jp

中
国
語
講
座
受
講
者

　

初
歩
的
な
中
国
語
講
座
で
す
。
中

国
や
中
国
語
に
興
味
の
あ
る
人
、
一

緒
に
勉
強
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と　

き　

毎
週
金
曜
日

　
　
　
　
　

午
後
８
時
〜
10
時

▼
と
こ
ろ　

境
公
民
館

▼
講　

師

　

蔡サ
イ

蓮レ
ン

実ジ
ツ

さ
ん
（
市
国
際
交
流
員
）

▼
受
講
料　

無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
は
別
途
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

境
港
中
国
文
化

研
究
会　

門
脇
京
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
☎
42
‐
３
４
８
６
）

「
市
民
ゴ
ル
フ
大
会
」

参

加

者

▼
参
加
資
格

　

境
港
市
出
身
、
在
住
、
在
勤
者

▼
と　

き　

６
月
29
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
８
時
ス
タ
ー
ト

▼
と
こ
ろ　

米
子
ゴ
ル
フ
場

※
大
会
限
定
ビ
ジ
タ
ー
特
別
料
金

（
セ
ル
フ
・
食
事
付
）
９
６
１
０
円

▼
参
加
費

◇
個
人
戦　
　
　
　
　
　
　

２
千
円

◇
団
体
戦
（
５
人
１
組
）　

 

５
千
円

◇
女
子
団
体
戦
（
３
人
１
組
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
千
円

▼
定　

員　

80
人

▼
申
込
期
限　

６
月
17
日
（
火
）       

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

山
陰
中
央
新
報
社
境
港
支
局

　
　
　
　
　
　
（
☎
42
‐
３
５
２
９
）

伯州綿の綿（写真右）と

赤ちゃんおくるみ（写真下）
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ボ
ー
ト
・
ペ
ー
ロ
ン
大
会

出

場

チ

ー

ム

▼
と　

き　

８
月
３
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
８
時
〜
午
後
５
時

▼
と
こ
ろ　

弥
生
町
海
岸

▼
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
大
会

　

ナ
ッ
ク
ル
フ
ォ
ア
に
よ
る
、
直
線

３
０
０
メ
ー
ト
ル
競
漕

◇
参
加
資
格

　

１
チ
ー
ム
漕
手
４
人
、
舵
１
人
の

　

チ
ー
ム

※
指
定
の
練
習
に
参
加
で
き
る
こ
と

◇
募
集
チ
ー
ム
数
（
先
着
順
）

　

・
男　

子　

40
チ
ー
ム

　

・
女　

子　

20
チ
ー
ム

　

・
混　

成　

20
チ
ー
ム

◇
参
加
費
（
保
険
料
含
む
）

　

１
チ
ー
ム　

１
５
０
０
０
円

▼
ペ
ー
ロ
ン
大
会

　

直
線
３
０
０
メ
ー
ト
ル
競
漕

◇
参
加
資
格

　

１
チ
ー
ム
30
人
程
度

◇
募
集
チ
ー
ム
数
（
先
着
順
）

　

30
チ
ー
ム

◇
参
加
費（
保
険
料
は
チ
ー
ム
負
担
）

　

１
チ
ー
ム　

３
万
円

▼
共
通
事
項

◇
申
込
期
限　

５
月
31
日
（
土
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

平
松
謙
治
さ
ん

（
☎
０
９
０
‐
３
７
４
８
‐
２
４
６
７
）

※
申
込
書
は
境
港
ボ
ー
ト
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

◇
境
港
ボ
ー
ト
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp
://w

w
w
.c
h
u
k
a
i.

n
e.jp
/̃k
en
zi/R
o
w
in
g

　

詳
細
は
各
施
設
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
特
に
明
記
が
な
い
場
合
、

会
場
は
問
い
合
わ
せ
先
と
同
じ
で
す
。

両

親

学

級

▼
対　

象　

◇
妊
娠
中
の
人
と
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー

◇
今
、
子
育
て
を
し
て
い
る
両
親
、

　

祖
父
母

▼
と　

き　

５
月
25
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
主
な
内
容

【
心
と
か
ら
だ
を
育
む
食
生
活
】

　

心
と
か
ら
だ
の
栄
養
に
な
る
食
生

活
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

【
妊
娠
擬
似
体
験
】

　

お
父
さ
ん
、
妊
婦
さ
ん
に
な
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

【
妊
娠
中
に
使
え
る
制
度
】

　

妊
娠
中
か
ら
子
育
て
の
間
に
知
っ

て
お
く
と
役
立
つ
制
度
に
つ
い
て　
　
　

お
話
し
ま
す
。

※
楽
な
服
装
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
人
数　

20
組

▼
申
込
期
限　

５
月
23
日
（
金
）

※
託
児
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
母
子
保
健
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
２
）

市
内
一
斉
公
開
日

　

市
の
保
育
、
教
育
活
動
に
つ
い
て

の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

市
内
の
公
立
、
市
立
す
べ
て
の
保
育

所
（
園
）、
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中

学
校
を
公
開
し
ま
す
。

▼
と　

き　

６
月
２
日
（
月
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

※
当
日
は
、
受
付
を
し
て
か
ら
ご
参

観
く
だ
さ
い
。

※
保
育
所
（
園
）
で
は
、
お
昼
寝
の

時
間
等
で
参
観
で
き
な
い
時
間
帯
が

あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
保
育
所
（
園
）・
幼
稚
園

　

子
育
て
支
援
課
児
童
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
５
）

◇
小
・
中
学
校

　

学
校
教
育
課
指
導
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
８
８
）

に
こ
に
こ
ひ
ろ
ば

▼
え
ん
ど
う
ま
め
コ
ン
サ
ー
ト

〜
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
〜

◇
と　

き　

５
月
31
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

※
未
就
園
児
を
対
象
に
園
庭
開
放
し

て
い
ま
す
。

◇
平　

日　

午
前
10
時
〜
正
午

◇
土
曜
日　

午
前
９
時
〜
正
午

▼
問
い
合
わ
せ
先　

聖
心
幼
稚
園

　
　
　
　
　
　
（
☎
42
‐
２
０
４
０
）

び

さ

い

交

流

会

▼
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ

【
段
ボ
ー
ル
迷
路
】

　

ゴ
ー
ル
目
指
し
て
巨
大
迷
路
に
挑

戦
し
よ
う
。

◇
と　

き　

５
月
15
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

【
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ　

Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
】

　

ま
っ
た
り
と
す
て
き
な
絵
本
と
の

出
会
い
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

◇
と　

き　

６
月
５
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
和
太
鼓
教
室

◇
と　

き　

５
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

※
毎
日
、
園
庭
と
え
ほ
ん
館
を
開
放

し
、
未
就
園
児
に
も
絵
本
の
貸
し
出

し
を
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

美
哉
幼
稚
園

　
　
　
　
　
　
（
☎
42
‐
２
８
３
９
）

き
ら
き
ら
・
ひ
ま
わ
り

▼
巡
回
子
育
て
プ
レ
イ
ラ
ン
ド

　
「
ひ
ま
わ
り
」の
お
も
ち
ゃ
を
持
っ

て
出
か
け
ま
す
。
一
緒
に
遊
び
ま

し
ょ
う
。

◇
と　

き　

５
月
13
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

※
申
し
込
み
不
要

◇
と
こ
ろ　

外
江
公
民
館

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

◇
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
き
ら
き
ら
」（
☎
45
‐
０
１
１
６
）

◇
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ひ
ま
わ
り
」（
☎
21
‐
８
１
０
３
）

お

は

な

し

広

場

　

絵
本
や
お
話
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

【
絵
本
と
お
は
な
し
の
部
屋
】

　
　
　
（
お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト
の
会
）

◇
と　

き　

６
月
７
日
（
土
）

　

毎
月
第
１
土
曜
日

　

午
後
２
時
〜
３
時

▼
と
こ
ろ　

市
民
図
書
館

【
絵
本
と
紙
芝
居
を
楽
し
む
会
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
な
ぎ
さ
会
）

▼
と　

き　

５
月
10
日
（
土
）

　

毎
月
第
２
土
曜
日

　

午
後
２
時
〜
３
時

▼
と
こ
ろ　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

【
お
し
ゃ
べ
り
た
ん
ぽ
ぽ

　
　
　
　
　
　
　
　

お
は
な
し
会
】

　
　
　
　
（
お
し
ゃ
べ
り
た
ん
ぽ
ぽ
）

▼
と　

き　

５
月
17
日
（
土
）

　

毎
月
第
３
土
曜
日

　

午
後
２
時
〜
３
時

▼
と
こ
ろ　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

【
親
子
で
絵
本
を
楽
し
む
会
】

　
　
　
（
境
港
親
と
子
ど
も
の
劇
場
）

▼
と　

き　

毎
週
水
曜
日

　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
「
ひ
ま
わ
り
」

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
１
）

子
育
て

子
育
て

　

支
援
情
報

　

支
援
情
報

informationinformation
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　未来を担う子どもたちを市民全体で育てていく気運を高めていくために、「みんなでならいや地域の

先生」を合い言葉として、本年度も中学校職場体験学習「ワクワク境港」を実施します。

　地域を愛し、地域の人々とともに生きる喜びや感謝の気持ちを育んでいきたいと考えています。

　地域の先生として、励ましや声かけをよろしくお願いします。

▼と　き　　５月２６日（月）～５月３０日（金）

　 　 　 　 　 　原則として午前９時～午後３時

▼ところ　　市内各協力事業所

　　　　　　（詳しくは、チラシでご確認ください。）

境港市中学校職場体験学習

【問い合わせ先】　学校教育課（☎ 47－ 1088）

境港市中学校職場体験学習

協力事業所

ワクワク境港
市内協力事業所で中学生が体験学習

こ
の
マ
ー
ク
が
目
印
で
す

　中海・宍道湖・大山圏域市長会（松江市、出雲市、安来市、米子市、境港市）では、昨年度策定した圏

域振興ビジョンの具現化に向けて、今年度は、圏域として一体感を持って展開している産業振興と観光振

興に重点を置いて事業を実施します。

　新たに、クルーズ客船の寄港時に岸壁でのおもてなしを充実させるため、観光案内ボランティアの募集

や圏域の住民を対象とした歴史や文化などの地域資源を再認識する取り組みなどを行います。

基　本　方　向 事　　業　　内　　容 金額（百万円）

活力にあふれる圏域づくり
（産業振興）

○圏域内企業の産業連携事業
　・圏域内企業情報のデータベース化
　・圏域外企業のビジネスマッチング
○圏域内企業の海外販路拡大支援
　・ロシアへの販路拡大支援
　・海外商談会等参加支援補助金
○環日本海定期貨客船航路就航支援
　・航路就航支援補助金

４．０

９．５

２３．４

訪ねてみたい圏域づくり
（観光振興）

○外国人観光誘客対策
　・海外での観光プロモーション（台湾、韓国）
　・クルーズ客船寄港時のおもてなし
○国内観光誘客対策
　・国内での観光プロモーション
　・圏域来訪観光客へのおもてなし

１０．８

７．２

住みたくなる圏域づくり
（環境の充実）

○自然環境の保全・活用
　・小学生を対象とした環境体験学習
　・自然環境の保全・活用にかかる広報啓発
○歴史文化の継承と活用
　・圏域の宝発掘プロジェクト

２．３

２．０

ともに歩む圏域づくり
（連携と協働）

○圏域情報の共有・発信
　・圏域情報の共有・発信

６．０

合　　　　計 ６５．２

【問い合わせ先】　地域振興課企画係（☎ 47－ 1024）

【平成２６年度の主な事業】

平成２６年度『中海・宍道湖・大山圏域市長会』事業計画

informationinformation
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フ ォトニ ュ ースフ ォトニ ュ ース

　境港市に本社をかまえる境港海陸運送株式会社か

ら、創立７０周年を記念して、市内の小・中学校１０

校へテントが寄贈されました。

　今回寄贈されたのは２間×４間のテントで、風で飛

ばされないよう、脚に重しがついています。

　これからは各学校で運動会などの学校行事や、熱中

症対策に利用されます。

部活・学校行事などに利用
　市内小・中学校へテントを寄贈

　Ｊ３ガイナーレ鳥取の選手と小学生が、昔ながらの

遊びを通してふれあうイベント「復活！公園遊び」が、

4月12日に行われました。

　市内の子どもたち約30人が参加し、「だるまさん

がころんだ」「ろくむし」など、懐かしい遊びを、選

手と一緒になって、思いっきり体を動かして楽しみま

した。

集まれ！サッカー少年少女
　ガイナーレ鳥取「復活！公園遊び」

夕日ヶ丘メモリアルパークがオープン

　市民スポーツ広場南側に、公園と墓地を併設した夕日ヶ丘

メモリアルパークが４月２６日にオープンしました。

　広い芝生広場には遊具や休憩所などを設置しています。

ぜひご利用ください。

※墓地の申し込みについては、市報６月号でお知らせします。

【問い合わせ先】　都市整備課都市政策係

　　　　　　　　（☎ 47－ 1065）

市報さかいみなと　18



６カ月児健康診査

▼ 5 月 28 日（水）12:45、13:15

　平成 25 年 10 月生まれの乳児

▼ 6 月 25 日（水）12:45、13:15

　平成 25 年 11 月生まれの乳児

１歳６カ月児健康診査

▼ 5 月 29 日（木）12:50、13:15、13:40

　平成 24 年 10 月生まれの幼児

▼ 6 月 26 日（木）12:50、13:15、13:40

　平成 24 年 11 月生まれの幼児

３歳児健康診査

▼ 5 月 15 日（木）12:50、13:15、13:40

　平成 23 年 4 月生まれの幼児

▼ 6 月 12 日（木）12:50、13:15、13:40

　平成 23 年 5 月生まれの幼児

保健相談センターへ

　　　　お越しください

催し物名 と　き 対　象 問い合わせ先

妊産婦・乳幼児

健康相談
6月 24 日（火）

9:30 ～ 12:00
（受付 9:30 ～
10:30）

妊産婦・
乳幼児と
保 護 者

健康推進課
☎ 47-1042
※母子健康手帳を持参

離乳食講習会 6月 24 日（火）

10:00 ～ 10:40
（9カ月～1歳6カ月児）

10:50 ～ 11:30
（5カ月～8カ月児）

５カ月～
１歳６カ月児
と保護者

健康推進課
☎ 47-1042

※母子健康手帳を持参

カウンセリング
5月 7日（水）

6月 18 日（水）
14:00 ～ 16:00 市　民

健康推進課
☎ 47-1043
※予約制

今月のげんきちゃん

西村 咲
さ

樂
ら

ちゃん（H25.9.10 生）

お母さんのるみさん（中町）

  たばこをやめたいと思っている人、「世界禁煙

デー」のイベントに行ってみませんか。

 たばこが肺におよぼす影響を数値化して見られま

す。家族連れが楽しめる内容もありますので、身の

回りに禁煙を勧めたい人がおられましたら、ぜひお

誘いあわせの上、お出かけください。

◇世界禁煙デー in 米子

・と   き：６月１日（日）午後 1時～ 3時

・ところ：イオンモール米子駅前店

・料   金：無料

・内   容：肺年齢測定

              呼気中一酸化炭素濃度測定

              ニコチンパッチ体験

              専門医の相談　

              禁煙紙芝居　

              着ぐるみとの記念撮影　など

▼問い合わせ先

　健康推進課成人保健係（☎４７－１０４３）

保健師の

ちょっと一言
無料で肺年齢を測定します !
                たばこの影響を知ろう

保健だより保健だより保健だより保健だより

19　平成２６年５月



と　き 催し物名 ところ 時　間 問い合わせ先 入場料

開催中
伯州綿と弓浜絣展
（～ 5月 12 日（月））

海とくらし
の 史 料 館

9:30 ～ 17:00
海とくらしの史料館
☎ 44 － 2000

大　人　　  400 円
小・中・高生 100 円

開催中
橋本興家版画展「花模様」
（～ 5月 12 日（月））

海とくらし
の 史 料 館

9:30 ～ 17:00
海とくらしの史料館
☎ 44 － 2000

大　人　　  400 円
小・中・高生 100 円

5 月 14 日（水）
錫魚展 ( メタル・フィッシュ展 )
（～ 6月 30 日（月））

海とくらし
の 史 料 館

9:30 ～ 17:00
海とくらしの史料館
☎ 44 － 2000

大　人　　  400 円
小・中・高生 100 円

5 月 14 日（水）
板祐生コレクションポスター展
（～ 6月 30 日（月））

海とくらし
の 史 料 館

9:30 ～ 17:00
海とくらしの史料館
☎ 44 － 2000

大　人　　  400 円
小・中・高生 100 円

5 月 25 日（日） みんなで歌おう思ひ出の歌 文化ホール 14:00 ～
境港市合唱連盟
☎ 45 － 4260 ( 安田 )

300 円
( 高校生以下無料 )

境港市文化振興財団ホームページアドレス　http://sakaiminato-bunka.jp

市報　さかいみなと 

□発行　境港市役所

　〒 684-8501

　鳥取県境港市上道町 3000
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　http://www.city.sakaiminato.lg.jp/

□編集　地域振興課広報情報係

　　　　（☎ 0859 - 47 - 1010）

□発行日　５月７日（水）

□印刷　今井印刷㈱

※次回発行は６月５日（木）

相談内容 と　き ところ・問い合わせ先

人 権 相 談
5月  8 日（木）

6月  2 日（月）
13：00 ～ 16：00

老人福祉センター ( 浜の里 )
( 問 ) 鳥取地方法務局米子支局
　☎２２－６１６１

行 政 相 談 第２金曜日 13：00 ～ 16：00

老人福祉センター ( 浜の里 )
( 問 ) 鳥取行政評価事務所
　　行政相談室
　☎ 0857-24-5542

心 配ごと相談 第２・４金曜日 13：00 ～ 16：00 老人福祉センター ( 浜の里 )
( 問 ) 社会福祉協議会
　☎４５－６１１６
※法律相談は予約が必
要です（初回優先）法 律 相 談 第１・３金曜日 13：30 ～ 15：30

年 金ダイヤル

ねんきんダイヤル（一般的な年金相談）
　☎０５７０－０５－１１６５
（月～金曜日 8:30 ～ 17:15、第２土曜日 9:30 ～ 16:00）

ねんきん定期便専用ダイヤル
　☎０５７０－０５８－５５５
（月～金曜日 9:00 ～ 20:00、第２土曜日 9:00 ～ 17:00）

家庭児童相談 月～金曜日 8：30 ～ 17：15
　子育て支援課
　☎４７－１０７７

子 育 て 相 談
毎日
「きらきら」土・日曜日を除く
「ひまわり」木曜日を除く

8：30 ～ 17：15
地域子育て支援センター
「きらきら」☎ 45-0116
「ひまわり」☎ 21-8103

ＤＶ（家庭内暴力）

電 話 相 談

◇心と女性の相談室　☎３１－９３０４
　受付時間：月～金曜日 8:30 ～ 17:15 ※緊急の保護には対応
◇夜間休日電話相談窓口　☎０８５８－２６－９８０７
　受付時間：夜間（毎日 17:15 ～ 8:30）、土日祝（8:30 ～ 17:15）

多重債務・法律

無 料 相 談 会
5月 15 日（木） 13：30 ～ 16：00

米子コンベンションセンター
（問）市消費生活相談室
　☎４７－１１０６
※申し込みが必要です

（祝日は除く）

 境港市の人口

　　男　：17,117 人（－ 154）
　　女　：18,505 人（－ 105）
　合　計：35,622 人（－ 259）
　世帯数：15,145 世帯（－ 92）

　※平成 26 年 3 月末現在（）内は前月比

　※数値は外国人住民を含みます
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市 民 憲 章

催し物スケジュール

くらしの相談日くらしの相談日

防災行政無線が聞き取りにくいときはテレフォンサービスをご利用ください！
　☎０１２０－４４５－０４０（フリーダイヤル）
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